
【小学校 社会】
単元の指導計画における観点別評価（評定に用いる評価）の位置付け 〈例〉

評 価 規 準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①□□について、（見
学・調査・地図・年表な
ど）で調べ、必要な情報
を集め、読み取り、○○
を理解している。

①□□などに着目して、
問いを見出し、○○につ
いて考え表現している。

①～について、予想や学
習計画を立て、学習を振
り返ったり見直したりして、
学習問題を追究し、解決
しようとしている。

②調べたことを（白地図・図
表・年表など））や文などに
まとめ、◎◎を理解している。

②ＡとＢを（比較・関連付
け、総合など）して、△△
を考えたり、学習したこと
を基に社会への関わり方
を選択・判断したりして、
適切に表現している。

②よりよい社会を考え、
学習したことを社会生活
に生かそうとしている。
※選択・判断しようとする。
※社会の発展を多角的

に考えようとしている。

【知技①】

情報を集め、読み取る技能
＋

具体的な事実に関する知識

【知技②】
情報をまとめる技能

↓
概念に関する知識

【思判表①】

問いを見出す

【思判表①】

～○○（社会的事象の様
子）など

【思判表②】

△△（社会的事象の特
色や意味）など

【思判表②】

選択・判断、社会の発展

【主体態①】

見通し

【主体態①】

学習状況の確認
問題の追究

【主体態②】

生活の在り方を選択・判
断、社会の発展につい
て考えようとする
「社会的態度」
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的…態度

【主体態①】

見通し

【知技②】

【思判表②】

選択・判断、
社会の発展

【思判表②】

△△（社会的事象
の特色や意味）など

【主体態②】

「社会的態度」

点線の【思判表②】【態度②】は、単元において、「社会への関わり方を選択・判断する」「社会の発展を
考える」などの学習活動が設定されない場合は、記述されません。

全ての単位時間において、
「ねらい」に即し，児童の学習
状況を見取り，必要があれば、
教師が指導，支援するなどし
て，その改善を図ります。

「

指
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と
評
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化

」
の
充
実

記

記

記

記 【主体態①】

学習状況の確認
問題の追究

記

単位時間

単位時間

単位時間

各単位時間で重点を置く評価の観点は、指導者の
授業の「ねらい」によって、変わります。

単位時間

【主体態①】

学習状況の確認
問題の追究

【思判表①】

～○○（社会的
事象の様子）など

【知技①】

・目標の実現状況が児童の反
応から顕著に見られる場面
を精選します。

・社会科の知識・技能と思考・
判断・表現は、継続的に指
導を積み重ねた結果として
の学習状況との捉え、学習
過程の後半での、記録が多
くなることが考えられます。

【思判表①】

問いを見出す

はばプラⅡに示されるような「問
題解決的な学習」の単元構想で
ない限り、評価規準に示される
学習状況の評価をすることはで
きません。

※枠内は定型文例と は評価内容

※単位時間の中で、全ての観点について、評価するということではあり
ません。

「指導に生かす評価」
（学習状況を見取る）

「評定に用いる評価」
（評価したことを記録に残す）
＝記


